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Differential expression of KCC2 accounts for the differential GABA 
responses between relay and intrinsic neurons in the early postnatal rat 
olfactory bulb 
(生直後のラット嗅球における KCC2 発現の差異は投射ニューロン




論 文 題 目
　Differential expression of KCC2 accounts for the differential GABA responses between relay and intrinsic neu-



















1 ．生後 1、3、7、14、49日齢の雄のWistar ratから脳を取り出し、cryostatで切片を作製した。KCC1、





1．生後 1 日齢ではKCC2は僧帽細胞に強く発現していた。顆粒細胞では、生後 7 日齢になって初めて
KCC2の発現が認められた。KCC2の発現は生後14日齢で成熟ラットと同じレベルになった。このこと
は顆粒細胞のGABAに対する応答がこの時期に変化することを示唆していた。
2．GABAによって誘発される膜電位の変化を測定した結果、生後 1 日齢と 6 日齢では顆粒細胞はGABA
の投与によって脱分極した。しかし、生後16日齢では顆粒細胞はGABAによって抑制された。生直後か
らKCC2の発現している僧帽細胞においては、全ての時期でGABAは抑制性に働いていた。
















































（2）一方、KCC2のmRNAは生後 1 日齢では僧帽細胞に強く発現していた。生後 7 日齢になって顆粒細
胞にも初めて発現した。KCC2mRNAの発現は生後14日齢で成体と同じレベルになった。したがって、
GABAに対する顆粒細胞の応答はこの時期に変化することが示唆された。
（3）GABAによって誘発される顆粒細胞の膜電位は、生後 1 日齢と 6 日齢では脱分極の応答を示した。
しかし、生後16日齢では過分極を示した。一方、KCC2が生直後から発現する僧帽細胞においては、全
ての日齢で、GABAに対する過分極応答が観察された。
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